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▲李岱駒踊り会による「李岱駒踊り」（8/13）▲浦田若勢会による「浦田獅子踊り」（8/13）▲阿仁前田獅子踊保存会による「阿仁前田獅子踊り」（8/13）▲坊沢獅子踊保存会による「坊沢獅子踊り」（8/14）

▲比立内青年会による「比立内獅子踊り」（8/14）
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各
地
区
・
集
落
で
お
盆
行
事

８
月
16
日

　
北
秋
田
市
内
で
は
、
お
盆
の
行
事
と
し
て
各
地
域
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
先
祖
の
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
地
域
住
民
や
帰

省
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
川
地
区
や
阿
仁
地
区
で
は
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

８月14日 第41回合川まと火　第32回合川ふるさとまつり

　
第
41
回
合
川
ま
と
火
、
第
32
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

８
月
14
日
、
合
川
橋
付
近
と
健
康
広
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

　
市
民
や
帰
省
客
ら
が
「
ま
と
火
」
と
「
通
り
踊
り
」
な
ど

　
　
で
行
く
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

　
　
　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
金
森
勝
三
実
行
委
員
長
が

　
　
　
　
「
今
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も
、
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本
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で
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に
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っ
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思
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ま
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で
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こ
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地
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こ
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い
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と
が
あ
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と
感
じ
て
い
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た
い
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今
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が
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。
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手
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よ
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次
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合川中女子生徒も参加した「通り踊り」合川中女子生徒も参加した「通り踊り」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
50
回
記
念
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し
が
８
月
16
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
仁
河
川
公
園
で
開
か
れ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
見
物
客
が
灯
籠
の
光
と
夜
空
の
花
火
が
織
り
な
す
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
４
時
か
ら
阿
仁
庁
舎
前
で
行
わ
れ
た
、
50
回
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
秋
田
大
学
生
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
さ
と
せ
歌
舞
輝
」、
阿
仁
合
小
学
校
有
志
に
よ
る
「
よ
っ

　
　
　

 　
ち
ょ
れ
」、
阿
仁
中
学
生
有
志
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ラ
ン
」、
比
立
内
青
年
会

に
よ
る
「
比
立
内
獅
子
踊
り
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
30
分
に
慰
霊
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
始
ま
っ
た
大
会
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
菊
地
実
行
委
員
長
が「
阿
仁
の
花
火
も
回
を
重
ね
、
半
世
紀
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
開
催
で
き
た
も
の
で
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。
開
始
号
砲
が
鳴
り
響
い
た
あ
と
、
大
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
は
じ
め
、
御
祝
い
や
慰
霊

の
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
な
ど
、
色
と

り
ど
り
の
花
火
が
次
々
と
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

阿仁川に流した先祖を供養する灯籠

阿仁庁舎前で行われた50周年記念のイベント阿仁庁舎前で行われた50周年記念のイベント

阿仁川に流した先祖を供養する灯籠
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